
Rotary International District 2820

2025-2026 年度青少年奉仕・ローターアクト研究会

2025年 7 月 27日（日）10：30～16：30  ホテル日航つくば

10：00 受付             司会進行：宇留野秀一

10：30 開会・点鐘       ガバナー   瀬戸 隆海

国家斉唱・ロータリーソング「奉仕の理想」 斉唱

役員・地区委員紹介   総括委員長   宇留野秀一

10：45 ガバナー挨拶    ガバナー   瀬戸 隆海

担当カウンセラー挨拶   パストガバナー  池田 正純

パストガバナー  中村 澄夫

11：00 青少年奉仕 事業報告ならびに新年度活動について

前年度総括委員長 高田稔美

総括委員長 宇留野秀一

11：20 ローターアクト活動報告・方針

ローターアクト総括委員長   塚越 俊祐

              ローターアクト前地区代表  原  悠樹

ローターアクト地区代表   水村 成也

12：00 昼食 休憩 名刺交換

12：45 各委員会より報告・方針説明

インターアクト委員長   柴沼 博之

各インターアクトクラブより活動報告（各校 10分）

              青少年並びにライラ委員長     渡部 俊介

              青少年交換委員長    軽部 守彦

（留学生帰国報告）

14：30 休憩

14：40 講演「コミュニケーションを通じて、様々な人と出会う事の大切さ」

茨城大学理事 菊池あしな氏

15：20 ディスカッション説明（テーマ ）

15：25 ディスカッション開始

15：55～16：10 発表

16：15     質疑応答

16：20 総評     ガバナーエレクト 藤木 章吉

16：25 所感     ガバナーノミニー 清野 宏之

16：30 閉会・点鐘    ガバナー   瀬戸 隆海



本日の青少年奉仕委員会資料

右のＱＲコードから閲覧、ダウンロードいただけます。

紙の節減のため、スマホ、タブレット等でご覧いただける方は、こ

ちらご利用下さい。

こちらの青少年交換チラシもご利用下さい。

＜メモ欄＞

surun
スタンプ

surun
タイプライター
研究会の発表資料は以下のリンクからダウンロードしていただけます。
ただし、写真等すべてに掲載許可を確認しているものではないので、
クラブ内限りとし、転載はご遠慮ください。

https://drive.google.com/drive/folders/18ODxRD3t5rVjq7GxcPKRm9z3BVXJ0-kv?usp=sharing



⻘少年奉仕
委員会⽅針

2 0 2 5 - 2 0 2 6年度
第2 8 2 0地区⻘少年奉仕
総括委員⻑ 宇留野秀⼀



⻘少年奉仕委員会の⽅針
①インターアクト ②⻘少年交換
③⻘少年指導者養成プログラム（RYLA）

3部⾨のロータリー活動を通じ、
⻘少年のリーダーシップ等能⼒を育成

2025-2026⽅針
１．⻘少年奉仕の国際社会への視点と地域への貢献
２．持続可能な社会と地域に向けて意識を醸成
＝＞「平和」、「環境」を主なテーマに

３．危機管理の周知徹底
４．⻘少年奉仕を通じてロータリアンも成⻑

（トレーニングからラーニングへ）対話を重視
５．ポリオ根絶イベントの開催による地区内意識の維持



2025−2026年度委員会編成

• 担当カウンセラー 池⽥正純（⽜久）

• ⻘少年奉仕総括委員⻑ 宇留野秀⼀（⽔⼾南）
• インターアクト委員⻑ 柴沼博之（⼟浦南）
• ⻘少年並びにライラ委員⻑ 渡部俊介（⽯岡87）
• ⻘少年交換委員⻑ 軽部守彦（下妻）

• 総勢 16名



チラシををご活⽤下さい

地区HPにも掲載予定



⻘少年のためのフォーラム

11⽉15⽇（⼟）
会場：つくば・ノバホール⼩ホール
『平和を考える』講演とディスカッション

講演者 2232地区（ウクライナ） オルハガバナー
10:00 開会
PM ディスカッションタイム

※11⽉15⽇−16⽇地区⼤会のオプションプログラムです。



ポリオ根絶活動

地区⾏事 10⽉26⽇（⽇）
場所 つくば市
地区実⾏委員会により運営



危機管理について

1．地区を通さない単独⻘少年派遣の禁⽌
（ガバナー、⻘少年交換委員⻑の署名、及び RIJYEMへの報告
と保険加⼊が必要）

2．感染症対応（⺟国政府の⽅針に従う）
3．⼤規模地震等対応（安否確認と相⼿地区への報告）
4．RIJYEM賠償責任保険（インターアクト、ローターアクト、

ライラ参加者に対する賠償（国内活動のみ）
5．⻘少年から⼀般ロータリアンへ範囲拡⼤

ハラスメントや活動による事故⇒ガバナーへ即刻報告



⻘少年奉仕活動の周知と実践

各クラブ⻘少年奉仕担当者の皆様へ
⻘少年奉仕は未来への種まきというやりがいのある委員会です。
皆様には下記の件にて推薦をいただいたりご協⼒を頂けるとあ
りがたいです。是⾮⻘少年の皆様に学びの機会の扉を開いてあ
げてください。
①⻘少年交換留学⽣・ライラセミナーの周知
②ライラセミナー受講者の推薦、出席
③地区研修協議会・⻘少年奉仕研究会への参加
④インターアクトの新規加盟推進



2025 年 6 月 吉日

国際ロータリー第 2820 地区

ロータリークラブ 会長・幹事・会員 各位
国際ロータリー第 2820 地区 2025-26 年度

ガバナー 瀬戸 隆海

青少年奉仕総括委員長 宇留野秀一

青少年交換委員長 軽部 守彦

2025-26 年度青少年長期交換プログラム

長期交換派遣（2026 年 8 月出発）学生の募集について

拝啓 小暑の候、貴クラブにおかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素は、国際ロータリー第 2820 地区の青少年交換事業にご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。こ

の青少年長期交換プログラムは、国際ロータリーが推奨する重点事業の一つであり、派遺する学生も、また受け

入れる学生も、家族から 1年間離れて海外で過ごすという貴重な体験により世界観を拡げ、大きく成長して帰国し

ます。

参加した若者は、やがて社会に出て指導者としての役割を担い、地域杜会や国際社会で花を咲かせています。

本プログラムは、地区が責任をもって活動を進めて参りますが、推薦クラブ、派遣クラブ、受け入れクラブとして積

極的にご協力賜りますようお願い申し上げます。

別紙の募集要項にある通り公募致しますが、学校、保護者及び生徒から問い合わせがありました場合には下

記サイトをご覧いただき、ご指導のほど宜しくお願い申し上げます。

                               敬具

＜問合せ先＞ 2025-26 年度 青少年交換委員長 軽部守彦

      携帯 090-3244-5684  E-mail：karube@karube-ao.com

   (お問合せはできるだけ E メールでお願いします。)

プログラムの詳細についてはウェブサイト（https://rijyec.org/）をご覧ください。

（RIJYEM と検索）



国際ロータリー第 2820 地区（茨城県内）ロータリー青少年交換プログラム

2025-26 年度（2026 年 8 月派遣予定）

募集要項

ロータリー青少年長期交換プログラムは、世界中のロータリークラブが 15歳から 19歳末満の青少年を対象に、

約 10 ヶ月にわたって派遣、受入れを行う国際プログラムです。

１．派遣先  アメリカ、タイ、フランス（但し、当人が希望する国とは限りませんのでご承知下さい）

２．派遣期間 2026 年 8 月下旬から 202７年 6 月下旬の約 10 か月間

３．募集人数 3 名（各国 1 名）

４．募集締め切り 202５年 9 月 26 日（金）（ガバナー事務所必着）

書類送付先：瀬戸 隆海ガバナーエレクト事務所

〒303-0023  茨城県常総市水海道宝町 3386釜久ビル３F

TEL：0297—21-3655  FAX：0297—21-3654  Email：25-26@rid2820.jp

業務時間：平日 10：00～16：00  (土・日・祝日休み)

５．応募資格 ①茨城県内に居住又は県内の公私立中高等学校に在学し、派遣時 15 才以上

19 才未満の心身ともに健康で特に精神力に優れた者。ロータリアンの子弟も可。

②学校での成績が上位 1/２以上で、特に英語力が優れている学生。

英検準 2 級以上の取得者、あるいはそれに準ずる英語力がある者が望ましい。

         ③交換で相手国から派遣された学生のホストファミリーとして、家族が受け入れを承諾出来る家庭

であること。（ホストファミリーの受け入れ期間は約４か月程度）

６．海外生活 派遣された学生は、現地の受け入れクラブが選ぶ数家族のホストファミリーと生活しながら、近隣の

高等学校に通う。

７．費  用 1 年間の滞在費（宿泊費・食費）、通学費はロータリークラブが提供する。

また、派遣学生には受入れロータリークラブより毎月小遣い 1 万円が支給される。

但し、派遣先までの往復旅費、現地国指定の海外旅行疾病傷害保険（期間中有効）、現地国に

おける義務保険費用等、現地での旅行費（オプション）、生活必需品、国内での事前研修費は、

派遣学生の負担とする。

８．申込方法  最寄りのロータリークラブの推薦を受け、所定の申請書と必要書類を添えて申し込む。

所定の申請書については、ウェブサイト RIJYEⅯを検索ください。サイトの各種資料に長期青

少年交換プログラム申請書 和文とありますのでプリントアウトしてご使用下さい。

＜申請書類＞  長期青少年交換プロムラム申請書（和文）

＜必要書類＞ ①在籍学校長の推薦状及び成績証明書(但し高校 1年の場合の成績証明書は

中学在籍中のものとする)

②保護者の同意書

③最寄りのロータリークラブの推薦状

９．選  考   ①最寄りのロータリークラブの推薦が必須です。ご自身でお問い合わせください。

②地区選考会は、書類審査のうえ保護者同伴の面接及び英語力試験を行います。

尚、期日及び会場、試験内容については本人宛、後日連絡いたします。

10．ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 合格通知後、出国にいたるまでの間、数回にわたってオリエンテーションと国内研修旅行を行

います。

11．その他  帰国後、ROTEX（青少年交換学生の学友会）に入会していただきます。

感染症のワクチン接種その他に関しては、相手国の求める水準での対応を行っていただきます。

12．問合せ先 2025-26 年度 青少年交換委員長 軽部 守彦 ０９０－３２４４－５６８４

E-mail: karube@karube-ao.com
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